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平
成
十
八
年
四
月
か
ら
津
市
防
災
危

機
管
理
室
で
勤
務
を
し
て
お
り
ま
す
。 

職
場
で
の
服
装
は
、
消
防
の
活
動
服

か
ら
ス
ー
ツ
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
ど
う

も
自
分
の
首
を
絞
め
る
よ
う
な
ネ
ク
タ

イ
は
、
未
だ
性
に
合
い
ま
せ
ん
。
時
々
、

職
務
で
作
業
服
を
着
る
と
、
妙
に
落
ち
着

い
て
、
そ
ん
な
時
は
消
防
と
い
う
自
分
の

「
根
っ
こ
」
を
感
じ
ま
す
。 

あ
れ
か
ら
、
早
や
一
年
と
二
ヶ
月
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
に

は
、
半
田
地
内
の
陥
没
事
故
、
Ｊ
Ｒ
名 

松
線
の
落
石
事
故
、
不
発
弾(

焼
夷
弾)

の 

処
理
事
案
、
ま
た
今
年
に
入
り
、
市
内

に
お
い
て
、
三
重
県
中
部
を
震
源
と
す

る
震
度
五
弱
を
記
録
し
た
地
震
や
中
村

町
の
山
腹
崩
落
事
案
な
ど
、
市
民
の
平

穏
な
生
活
を
脅
か
す
事
案
が
次
々
と
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起 

こ
る
都
度
、
つ
く
づ
く
感
じ
る
の
が
消

防
本
部
と
本
庁
と
の
違
い
で
す
。 

 

消
防
本
部
と
防
災
危
機
管
理
室
は
、

言
わ
ば
親
子
か
親
戚
関
係
的
な
存
在
で

す
が
、
事
業
内
容
で
見
る
と
、
消
防
は

指
導
事
業
、
防
災
は
支
援
事
業
と
い
っ

た
ふ
う
に
本
質
的
な
違
い
を
感
じ
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
本
部
に
は
実
働
部
隊
と
し

て
消
防
署
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
機
動
力
に
お
け
る
決
定
的
な
相

違
だ
け
で
な
く
、
本
庁
に
お
け
る
多
種

多
様
に
分
か
れ
て
い
る
事
務
所
管
は
、

何
事
に
お
い
て
も
関
係
部
局
と
の
調
整

と
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
災

害
対
応
の
場
合
の
調
整
は
緊
急
を
要
し

ま
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
く
、

力
不
足
を
痛
感
し
た
一
年
で
し
た
。
市

民
サ
イ
ド
か
ら
見
た
場
合
、
一
刻
の
猶
予

も
な
い
の
が
現
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
緊

急
対
応
こ
そ
が
、
市
民
に
対
し
行
政
の
最

大
の
サ
ー
ビ
ス
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
合
併
し
大
き
く
な
っ
た

津
市
を
よ
り
住
み
よ
い
街
に
し
て
い
く

た
め
に
は
、「
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
」

が
最
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
合
併
を
機

に
、
有
事
の
場
合
、
市
全
体
で
迅
速
・
的

確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
今
以
上
に
防

災
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
    

                            
                                  

        
   
 
 
 
 
 
 

六
月
三
日
か
ら
九
日 

 
 

ま
で
は
危
険
物
安
全
週
間

で
す
。 

 
 

当
消
防
本
部
で
は
、
期 

間
中
、
危
険
物
施
設
に
対 

す
る
特
別
査
察
や
消
防
訓 

練
を
行
い
、
危
険
物
に
よ 

る
火
災
事
故
の
防
止
を
呼 

 

び
掛
け
ま
す
。 

私
た
ち
の
身
の
回
り

に        

は
、
生
活
必
需
品
と
し
て 

ご
く
普
通
に
使
っ
て
い
る 

物
の
中
に
も
、
燃
え
や
す 

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り 

ま
す
。 

 
  

例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
・ 

  

灯
油
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の 

危
険
物
で
、
法
令
で
そ
の 

取
り
扱
い
が
厳
し
く
規
制 

さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
整 

髪
料
・
殺
虫
剤
な
ど
の
ス 

プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
コ 

  

ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
マ 

ニ
キ
ュ
ア
液
、
接
着
剤
な 

ど
危
険
物
以
外
で
、
取
り 

扱
い
に
注
意
を
要
す
る
も 

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

          
こ
れ
ら
の
危
険
物
な
ど 

は
、
い
ず
れ
も
ち
ょ
っ
と 

し
た
火
種
で
、
火
災
や
爆 

発
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

を
も
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
も

危
険
物
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
取
り
扱
い

に
注
意
し
て
下
さ
い
。            

 

     

●●  
  

スス
トト
ーー
ブブ
やや
ココ
ンン
ロロ
なな
どど
のの
火火

気気
のの
近近
くく
でで
使使
わわ
なな
いい
。。  

●●  
  

たた
ばば
ここ
をを
吸吸
いい
なな
がが
らら
使使
わわ

なな
いい
。。  

● 
  

カカ
セセ
ッッ
トト
ココ
ンン
ロロ
にに
はは
、、
大大
きき

なな
鍋鍋
やや
鉄鉄
板板
をを
使使
わわ
なな
いい
。。 

   

保保保
管管管
上上上
ののの
注注注
意意意
!!! 

●●  
 

必必
要要
以以
上上
にに
買買
いい
だだ
めめ
をを
しし

なな
いい
。。  

●●  
  

保保
管管
場場
所所
はは
火火
気気
をを
使使
うう
場場

所所
かか
らら
遠遠
ざざ
けけ
るる
。。
まま
たた
直直
射射

日日
光光
がが
当当
っっ
たた
りり
、、
高高
温温
とと
なな
るる

場場
所所
をを
避避
けけ
るる
。。  

●●  
  

地地
震震
でで
倒倒
れれ
たた
りり
、、
落落
ちち
たた
りり

しし
なな
いい
場場
所所
にに
保保
管管
すす
るる
。。  

      

負傷者を搬送

出出
向向
者者
・・派派
遣遣
者者
紹紹
介介  

津市防災危機管理室出向 

橋  本   宏 

 

 

中中村村町町のの山山腹腹崩崩落落現現場場  

 

震震度度５５弱弱にによよりり崩崩落落ししたた  

芸芸濃濃町町椋椋本本のの民民家家のの土土塀塀  

 

危危危   険険険   物物物   安安安   全全全   週週週   間間間   
６６６月月月３３３日日日   ～～～   ６６６月月月９９９日日日    

危危
険険
物物
はは
、、  

正正
しし
いい
取取
りり
扱扱
いい
をを
!!  

取取取
りりり
扱扱扱
いいい
上上上
ののの
注注注
意意意
!!! 

 
 
平成 19年度危険物安全週間推進ポスター 

         


